
愛媛県立図書館利用案内

★本を借りるとき★
１.カウンターで「利用カード」を作りましょう。
・愛媛県在住・在学の方は、だれでもカードを作ることができます。
・本人の住所確認ができるもの（生徒手帳や保険証など）が必要です。

２.本は、５冊まで３週間借りられます。
・カウンターに、借りたい本とカードを出してください。

愛媛県立図書館 〒790-0007 愛媛県松山市堀之内

TEL：089-94１-1441㈹ FAX：089-941-1454
https://www.ehimetosyokan.jp

★開館時間★（火～金） ９：４０～１９：００
（土日・祝日）９：４０～１８：００
（子ども読書室は１７：００まで）

★休館日★ 月曜（祝日の場合は直後の平日）、館内整理日（月末）、
年末年始、特別整理期間（３月中１０日以内で館長が定める日）

←スマートフォンサイト https://www.ehimetosyokan.jp/winj/sp/top.do
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愛媛県立図書館 ＹＡコーナー

★本を返すとき★
１.返す本をカウンターに出してください。（カードはいりません。）
・次の予約が入ってない場合、延長ができます。

２.図書館が閉まっているときは、玄関外の返却ポストに入れてください。

★本を探すとき★
１.図書館の検索用コンピュータで探すことができます。
（書名や著者名で検索できます。）

２.パソコンやスマートフォン等で探すこともできます。
※分からないときには、カウンターでたずねてください。

★本を予約するとき★
１.予約カードに必要事項を記入して、カウンターに出してください。
２.パスワードを登録すると、パソコンやスマートフォン等から予約する
こともできます。 ※パスワードの登録は、カウンターで申請してください。

★新刊案内★
☆『10代と考える「スマホ」 ネット・ゲームとかしこくつきあう』

竹内 和雄／著 岩波書店

☆『ライトニング・メアリ 竜を発掘した少女』

アンシア・シモンズ／作 岩波書店

☆『大人になるってどういうこと？みんなで考えよう18歳成人』

神内 聡／著 くもん出版

☆『16歳の仕事塾 高校生と親・先生のためのキャリアデザイン』

堀部 伸二・山岸 慎司／著 中央経済社

☆『生き抜くためのごはんの作り方 悩みに効く16人のレシピ』

河出書房新社／編 河出書房新社

☆『あの子のことは、なにも知らない』栗沢 まり／著 ポプラ社

☆『夏の体温』瀬尾 まいこ／著 双葉社

☆『図書室のはこぶね』名取 佐和子／著 実業之日本社

☆『ギソク陸上部』山下 白／原案 舟崎 泉美／著 学研プラス

☆『タブレット・チルドレン』村上 しいこ／著 さ・え・ら書房

★ＹＡコーナー展示★７月～８月

○○甲子園に夢中



メールでもご質問やご意見を受け付けます。
アドレスは、ya@libnet.ehimetosyokan.jp

（件名に「YAメールレファレンス」と入れてください。）
★お名前、連絡先メールアドレスも忘れずに入力してください。

『俳句部、はじめました
さくら咲く一度っきりの今を詠む』

神野 紗希／著 岩波書店 2021

高校野球の全国大会「甲子園」になぞらえて「○○
甲子園」と呼ばれる大会がいろいろあります。夢の舞
台を目指す人や、それを支える人の本を集めました。

２０２２．７．１～８．３０

○○甲子園に夢中

なりゆきでフラ愛好会に入ることになった穣（ゆたか）。個性

あふれるメンバーとの出会いから、新しい世界が広がってい

きます。ついに迎えた「フラガールズ甲子園」の大舞台

で、どんなダンスを見せるのでしょうか？

『そば打ち甲子園！』
そば打ち研究部／著 学研プラス 2019

全員入部制なのに入りたい部がない亜美は、新しく「そば

打ち部」を作ることにしました。部員を５人集めて、少しずつ

そばのことを知って、練習して、地域の祭りに参加して……

「そば打ち甲子園」に挑戦！

『黒板アート甲子園作品集 高校生たちの消えない想い』
日学株式会社／総監修 日東書院本社 2018

毎日見ている学校の黒板をキャンバスに、高校生がさ

まざまな想いを色鮮やかに描きました。「黒板アート甲

子園」は2016年から開催されており、この本には2018年

までの３回の作品が掲載されています。

他に、『部活魂！この文化部がすごい』、『ブラバン甲子園大研究』、『ひゃっか！』、
『うたうとは小さないのちひろいあげ』などを展示しています。

『青春サプリ。 この一瞬にすべてを』
日比野恭三ほか／文 ポプラ社 2022

『フラダン』
古内 一絵／作 小峰書店 2016

実話をもとにした五つの部活ストーリー。「書道パフォーマ

ンス甲子園」にかける書道部員たちの思いを描く「群青色の

青春」、「吹奏楽の甲子園」とも呼ばれる全日本吹奏楽コンク

ールへの道を描く「人と人をつなげる音楽」などの短編集です。

高１の夏、神野さんは間近で見た「俳句甲子園」で俳句

の力に射抜かれ、夢中になりました。俳句の魅力が詰まった

この本を読むと、あなたも一句詠んでみたくなることでしょう。


